
越知町の医療救護の目指す姿 　南海トラフ地震(L1)、夏の昼12時に発生したと想定

災害拠点病院
（土佐市民病院、仁淀病院） 

医薬品在庫管理

投薬所 
（拠点調剤薬局

セーフティカプセルネットサン薬局）
【薬剤師】自家発電機・水等は要整備

　　　　　 医療救護所

　　　　　(保健福祉センター）

　　　救護病院 

福祉避難所

越　知 町 災 害 対 策 本 部  （越知町役場本庁舎）

町民部

保健衛生班　　　　　　　　救助班
総務部

総務班、情報分析・広報班

消防部

消防班

【救護病院】

　北島病院、山崎外科整形外科病院、前田病院　

【医療救護所】　越知町保健福祉ｾﾝﾀｰ

避難所 負傷者
通院患者

要医療者
      避難者

    要配慮者

災害情報の収集・分析・伝達　

被害状況の把握

車両などの調整　等

○病院、有床診療所の医師・看護師等の派遣（必要人数）を町が要請→越知

町保健福祉センターに参集し、参集した医師の指示を受け、医療救護所での

活動開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○薬局薬剤師（必要人数）→拠点調剤薬局であるセーフティカプセルネットサ

ン薬局に参集し、拠点調剤薬局、医療救護所での活動開始

　 越知町災害対策本部は､町内病院の医師の医学的な助言を受け､町全体の医療救護活動の総合調整を

行い、町内の人や物を総動員し、官民協働の総力戦による医療救護活動体制を迅速に整備し、助かった命を

つなぎます。

災害時の救護活動体制

目指す姿の実現に向けた課題

 1　住民への普及啓発：町内の医療救護体制の周知、応急手当の習熟、避難時のお薬手帳や常備薬の持参

 2　医療従事者（医師・看護師・薬剤師）の応援体制の確立

 3　重症患者の災害拠点病院への搬送手段の確保

 4　災害医療救護訓練を通じた各機関の連携体制の強化  

　 （L2を視野に入れた医療救護体制のあり方について、町医師クラブと越知町等との協議）

負傷者等の流れ

・重症患者（赤）

・中等症患者（黄）

・重点継続医療者(透析等)

避難所の設置・運営

避難所の状況把握と

アセスメント

医療救護所の設置

医師との連絡調整

医薬品等の確保

　　　　　  越知町

           消防署

　　　　　　　　   病院（救護病院）

　　　　　 診療所（無床）　　　　　　　　　　　

　　　　　薬局　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　店舗販売業　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　特別養護老人ホーム 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　避難所

　　　　　　　　　　　　　　 ヘリポート　　　　　　　　　　　　　

　　　　　ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ（災害対応）

越知町の人口 　5,858人（H29．4．1現在）

　・死亡者数  （－）　　

　・避難者数　9人

  ・負傷者数　9人  （● 1人　● 2人　● 6人）

　Ｌ2

　・死亡者数　　26人

　・避難者数　1,056人

　・負傷者数　255人

　　（● 26人　● 51人　● 178人）　　

【町内の医療機関等】 
　①病院  4→ 医師25名（町内在住数 3名）

　　　　　　　　　　 看護師124名（町内在住数 46名）　　

　②有床診療所 2 → 医師3名（町内在住数 3名）　

　　　　　　　　　　　　　　看護師12名（町内在住数 7名）　

　※救急救命士  1～4名 （高吾北消防署）　

  ③人工透析医療機関 1

  ④薬局  4  

  ⑤特別養護老人ホーム 1（80名）

　⑥救急車両台数  1台（高吾北消防署） 

野老山地区
・人口　１８１人

  （３．１％）

・避難所数　１

南国・大桐地区
・人口　２６６人

  （４．５％）

・避難所数　１

横畠地区
・人口　５９１人

  （１０．１％）

・避難所数　１

明治地区
・人口　４１８人

  （７．１％）

・避難所数　２

東北地区
・人口　２２４人

  （３．８％）

・避難所数　１

病院・診療所

　　（北島病院、前田病院

　　山崎外科整形外科病院）

越知地区
・人口　４，１７８人

　　  （７１．３％）

・避難所数　８

仁淀川町
・負傷者　 ●   2人

             ●   5人

・重点継続医療者

・救急患者等


